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大学体育におけるフットサルの指導に関する一考察

一男女共習型授業の実践 を通 して 一

大島 寛
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1.は じめに

大学体育の授業では男子のコース、女子のコー

スという指定は、ほとんどの大学でなされていな

いのが現状である。しかしながら、中学 ・高校の

体育では、男女間の性、体力、体格、運動能力差

を理由に、ほとんどの学生が男女別で授業 をおこ

なってきてお り、男女共習型の授業を受講するこ

とは初めてである場合が多い(八 代,2004)。 男女

共習型の授業は男女にかかわらず、個人の能力や

可能性を尊重 し、それぞれの良さを発揮 して生 き

てい くためにはどうすればよいかを考える実践的

な場 とな り、その意義 は大 きい と思われる(北

田,1999)。

しか しながら、男女共習型の授業を展開するに

は、体格 ・体力差のある男女学生がケガをせずに

スポーッを学び、ゲームを楽 しむことに留意 しな

ければならない。また、ボール運動のように動 き

の激 しい種 目は、ゲームになると速い動 きが伴

い、男女混合のチーム編成では男子学生が中心に

ゲーム展開する場面が多い。

このことは、これまで男女共習型の授業の経験

の少ないことやほとんどのスポーツ種目で男女混

合型 を持つ競技が見受けられないからであると考

えられる。体格 ・体力差を配慮する中で男女学生

がそれぞれの役割 を考え、ゲームプランを立てる

こと(北 田,1999)や 必要に応 じて独 自のルール

をつ くることは、新たな授業展開の発見や教材研

究にもつながる(高 田,1979)(中 村,1983)。

そこで男女学生がケガをすることなく生 き生 き

とスポーッ活動に取 り組み、ゲームを通 じて新 し

い仲間をつ くることは、大学体育の役割のひとつ

であると考えられる。

これ らのことをふまえ、平成17年 から平成19

年 までの3年 間、 フッ トサルの授業を選択 した

男女共習型のクラス(男 子学生77.8%女 子学生

22.2%)で の授業展開における方策と問題点を明

らかにし、その実際を報告する。

2.教 材 と してのフ ッ トサル

フッ トサル は、南米 を中心 に発展 して きたサ ロ

ンフッ トボール とイギ リスか ら始 まった イ ン ドア

サ ッカーが融合 し、1994年 よ りル ールが統 一化

された競技 であ る。 コー トの大 きさは、縦38-42

m× 横18-25m。 ゴ ール は、高 さ2m× 幅3m

×奥 行 き1mで あ る。 フッ トサ ル用 のボールは、

外周62cm～64crn、2mの 高 さか ら落下 させた時

の最初 のバ ウ ン ドが50cm～65cmで4号 球 ロー

バ ウ ン ドの ものを使 う。

競 技者 は5人 で、 その うち一 人 は ゴール キー

パ ーであ る(交 代要員 は最大7人 まで)。 実 際の

ゲームは前後半 の20分 の計40分 で行 われる(前

後半1回 ずつ1分 間のタイ ムアウ ト)。 フ ッ トサ

ルとサ ッカーの違 いは、交代が 自由に何 回で もで

きることで あ り、一度交代 した選手 は再 びプ レー

で きないサ ッカーと異 なる。

また、 キーパ ーはゴールキ ックを行 わず スロー
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イ ンで行 い、一 度相 手が触 れるか、ハー フウェイ

ラ イ ンを超 え てか らで ない と、キ ーパ ーは一 切

ボールに触 れ られない。 タッチ ライ ンでのプ レー

の再 開はキ ックイ ンで行 う。 フリーキ ック、キ ッ

クイ ン、 コーナーキ ック及 び ゴールク リア ランス

は全 て4秒 以内 に行 わ なけれ ばな らない な どの

ルールが特徴で ある。

フ ッ トサ ルゴールの高 さ と幅 は、ハ ン ドボール

ゴー ルと同 じで あ り、 コー トも代用 で きる。 ボー

ル はローバ ウン ドの ものを使 うためサ ッカーボー

ル よ りも頭部付近、特 に顔面接触 な どの危険性 は

低い と考 えられ る。 この こ とか らも、サ ッカー と

比較 して も男女共習型の授業 を展開す る上で、教

材 と して取 り上 げやすい種 目であ る。

3.男 女混合ゲームのルール作 り

男女共習型の授業を展開する上でどのような問

題が起 こるかを明確化するため、は じめに試 しの

ゲームを実施した。

最初の授業では、男女共習で学びゲームを楽 し

むことの意義を説明した後、フットサルのルール

の理解 と浮き球やロングシュー トで起 こりうる危

険な状況を解説 し、安全面の注意を行った後、男

女混合(男 子4名 、女子1～2名)の チーム編成

でゲームを実施 した。

ゲーム終了後、学生の感想を集約。いくつかの

課題行動 と問題点を明らかにし、以下の6項 目に

まとめた。

① 経験のばらつ き

② 浮き球やロングシュー ト

③ 有効な声

④ ボール回しの技術

⑤ ゲーム展開のイメージ

⑥ 体格 ・体力差に対するア ドバンテージ

これらの6つ の課題行動や問題点を男女混合

チームでゲームを行う上での注意点として話 し合

い、男女共習でよりゲームを楽 しむことのできる

ルール作 りを具体的に行った。

①については、サッカー経験者を均等に分けるこ

とで合意。

②の浮き球 については危険回避の観点か ら腰 か

ら上の高 さのボールは出さないこと。ロング

シュー トは、細 かいボール回 しに慣れること

による未経験者の技術向上を重要視するため禁

止とする。このためセットプレーでのヘディン

グシュー トは禁止。また、ゴールも腰か ら上は

禁止 としたためゴール横に高さ70cmの カラー

コーンを設置。

③については、サッカー経験者を均等に分けたこ

とで、サ ッカー経験者が リーダーシップをと

り、有効な指示 を出 してチームの士気 を高め

る。

④については、つま先や足の裏、足の内側を使う

ボール慣れをゲーム前に各チームが毎週実施 し

て技術向上を図る。

⑤については、前に攻めるだけではな く、バ ック

パスやサイ ドチェンジを有効に使 うこともイ

メージとして持つ ように心がけることとそれに

伴うボール回しの練習を各チームで行 う。

⑥については女子が得点 した場合は2点 とし、女

子同士の接触プレーのみ有効。男子が接触 した

場合はフリーキック。

また、数多 くゲームをするために審判は置かず

にセルフジャッジでゲームを行 うこととした。セ

ルフジャッジで判断できない場合はプレーを中断

してキャプテン同士で話 し合うこととした。

4.実 際のゲーム展開と特別ルールの設定

ところで、男女共習授業で学び、ゲームを楽 し

むためには、各グループの学生が浮き球やロング

シュー トで起 こりうる危険な状況を理解 し、サ ッ

カー経験のほとんどない女子学生への安全面に対

しての配慮 を十分 にしな くてはならない。そこ

で、この女子学生への配慮方法を具体化するため

に学生 との話 し合いで作成 されたルールを適用

し、各グループのサッカー経験者がリーダーとな

り、男女混合チームのリーグ戦を実施した。

リーグ戦を実施 した結果、各グループともゲー

ム展開では有効な声でチームをリー ドする場面が

見られたが、女子学生のゲームへの取 り組みが消
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極的で触球回数が少ないことが 目立った。そこで

女子学生のゲームへの積極的な取 り組み、触球回

数の増加 を促すために、以下の特別ルールを追加

し、ゲームの中に取 り入れた。

①案 「男子は女子にしかパスできないが女子は

男女 どちらにパスしても良い」

このルールは女子が2名 入る場合は女子の触球

回数が増えることに有効であるが、男子は ドリブ

ルでなければ攻め上がることができないためボー

ル回 しを目標 とする場合は効果的ではない。一

方、女子が1名 の場合 は女子へ の負担が大 きす

ぎ、ゲームが単調 となった。

②案 「全員がボールに触れなければシュー トで

きない」

全員がボールを回している間に相手に奪われた

場合は、 もう一度初めからパス回しをしなければ

ならない。相手のボールを奪っただけではパス回

しをカットしたことにはならず、味方にパスをつ

ながなければ相手カウントをゼロに戻すことはで

きない。奪 ったボールを味方につないだ時点で2

人が触れたことになり、残 りのプレーヤー全員が

ボールに触ればシュー トができる(最 後に触れな

ければならないプレーヤーがシュー トして も良

い)。

このルールはボールコントロールの技術 と声 に

よる有効な指示が必要になるため、本来のルール

でゲームをす る前の ミニゲームとして実施する

ことが大変有効であることがわかった。そして、

チーム編成でクラス全体を均等に分けられない場

合でも全員がゲームに参加 してプレーすることが

できるという意見 もあった。

例えば、6人 のチームと5人 のチームがその ま

まコー トに入って対戦 して も人数の多いチームは

1人 多 くパスを回さなければならないので、人数

のア ドバンテージはミニゲームとしてはあまり気

になるものではない。そのため、ゲーム前のボー

ル慣れやウォームアップの1つ として有効である

と判断した。

5.ミ ニゲームからリーグ戦への授業展開

女子学生のゲームへの積極的な取 り組みを促す

ためのルールを各グループの意見を参考に考える

中で 「全員がボールに触れなければシュー トで き

ない」 という特別ルールによる新たなミニゲーム

が発案 された。 このミニゲームは、ボール慣れ

やウォームァップとして も有効であると判断 し、

リーグ戦に入る前に実施 した。

特別ルールによるミニゲームを、以下の3つ の

形式で試みた。

① 全員タッチ

②4人 タッチ(必 ず女子は触球)

③3人 タッチ(必 ず女子は触球)

上記のミニゲームではボールに触れていないの

は誰かを確認 しなければならないのでリーダーの

声による指示や全員の触球確認が必要になった。

このことは、シュー トして良い ときの 「OK」 の

合図や相手のボールを奪って味方にパスを回した

時の 「チャラ」 という合図など、その場で発案さ

れた合図としての言葉 は、チーム内の コミュニ

ケーションとチームの士気を高めるのに効果的で

あ り、また、リーグ戦を行 う前の練習として十分

に活用でき、チーム作 りやコミュニケーション作

りにおいて有効な方法であると感 じられた。

ミニゲームの後、以下のルールを追加確認 し、

試合時間7分 のリーグ戦を実施 した。

・女子 が得点 した場合 は2点 。

・接触 プレーは女子 同士のみ有効 で
、男子が接

触 した場合 は聞接 フリーキ ック。

・ゴール は、 ボールが完全 に70cm以 内 にお さ

まってい なければな らない(ゴ ール横 の高 さ

70cmの カ ラー コー ンを 目安 に判 断す る)。

以上 のルールで リー グ戦 を展 開 した。

6.視 聴覚教材の活用

屋外で実施するフットサルの授業は、雨天の場

合、グランドの使用は不可となる。雨天時の授業

は、特別ルールによる授業展開を振 り返ったり、
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新 しい課題を見いだ した りするための有効な時間

と考えられる。

雨天時の授業では、グループごとに、これまで

行 ってきたゲームの反省 とルールの再確認 を行

い、ゲーム展開のイメージ作 りができるよう視聴

覚教材を使った戦術面の学習を行った。参考にな

る練習方法を説明し、コー トの中をどのように動

き、攻撃に結びつけるのかを考え、ボールを持つ

プレーヤーとサポー トするプレーヤーのポジショ

ンの取 り方を各チームで話 し合った(図1)。

図1戦 術ボー ド(例)

た とえ ば、サ イ ドで プ レーヤ ーAが ボー ルを

持 ってい る場合、後方 のプ レーヤーDが ボールを

受け る。 プレーヤーCは 、左方向 に移動 して作 っ

たスペース に、 プレーヤ ーDが ドリブルで攻 める

ことや、プ レーヤーBに 縦 パス を出 して リター ン

を受 けてシュー トす るな ど、4人 のポジ シ ョン と

役 割 を決定 し、誰がゲー ムをコン トロールす るの

かな ど、戦術 を考 える機会 を与 えた(図2)。

図2攻 撃スペースの作 り方(例)

代 表 的 な4つ の フ ォー メ ー シ ョンを説 明 し、

ボー ルの位置や プ レーヤーの動 きに よって 自在 に

フォー メー シ ョンを変形 させ てい くことを学習 し

た。 また、 これ らの フ ォーメーシ ョンは、攻撃 と

守備の両方 に使 うこ とがで きるため、各 チームが

ゴールキーパーの役割 も含め て、攻守 の戦術理解

を図 った(図3)。

① トップに1人 、両サ イ ドに1人 ずつ、 そ して

後方 に1人 が位置す るダイヤモ ン ド型。

② 前 に2人 、後 に2人 の ボ ックス型。

③ 前3人 、後1人 のT字 型。

④ 前1人 、後3人 の逆T字 型
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図3フ ットサルの基本的な攻守隊形

7.ま と め

現在までのサ ッカー経験を尋ねると、男子学生

は中学 ・高校の授業でサ ッカーを経験 してお り、

クラブ活動経験者 もいる。 しか しなが ら、女子学

生はほとんどが未経験者である。このようにサ ッ

カー経験においては全 く対局の関係の中にある男

女共習型の授業をどのように展開 してい くかを工

夫す る時、男女が思いや りの気持 ちを持ちなが

ら 「教え ・教わる」 というお互いのコミュニケー

ションを図 りつつ、技術 ・技能を高めることでは

ないかと考えた。

筆者は自らの教育実習の際、当時筑波大学付属

高等学校の教員であった中村先生に 「できる」こ

とと 「わかる」ことの関係(中 村,1983)の 四つ

の類型を直接 ご教授いただいた。フットサルの授

業を展開 してい く上でも、中村の示唆は考えるヒ

ン トとなった。たとえば、サ ッカー経験者でも

サッカー技術 は優れているがグループをまとめ指

導することができるかと言えば、必ず しもそうで

はない。「できるが、わかっていない」サ ッカー

経験者と 「できるし、わかってもいる」サッカー

経験者ではグループに対する 「指導の丁寧さ」に

違いが見られた。 また、「で きるし、わかっても

いる」サッカー経験者のチームは、比較的早い時

期からサッカー未経験の女子がゲームで機能する

ようになった。一方、「できないが、わかってい

る」学生は、ゲームを作 ってい く上での有効な声

を出すことがで きるようになったが、「できない

し、わかってもいない」学生をどのように引き上

げるかが課題として残 された。このように、ゲー

ムの勝敗 に価値 を置 くなら 「できる」だけで構わ

ないのであろうが、フットサルを教材 としてグ

ループ学習に取 り組む場面では、四つの類型を参

考に学生の授業運営 を観察することは興味深い

テーマであると感じた。これらは、筆者のこれま

での経験に則 した観察でしかないが 「できる」こ

とと 「わかる」 ことの関係の議論の題材 になれば

と考える。

自己表現やコミュニケーションの手段 も携帯電

話やパ ソコンの普及によって聞接的なものに変容

している。その中で大学体育の授業においては、

教材 を通 して身体表現 をしたり、身体 を通じて他

者 とのコミュニケーションをとった りする場 を提

供 している。普段あまり顔 をあわさない男女の学

生同士が、スポーッを通 じてコミュニケーション

を図り、仲良くなっていく様子は、大学体育の持

つ醍醐味であると再認識 した。

男女共習型のフットサルの授業の中で、それぞ

れが個人の能力や可能性を尊重 し、安全性 を考慮

しなが らゲームを学び楽 しむために、男女混合

ゲームのルールを学生 とともにいろいろな角度か

ら考案 し、そのゲームを通 じて技術 ・技能の向上

を図る形式を実践 した。毎時聞行われるリーグ戦

で反省材料を見つけ、次の課題 として授業を展開

する中で、メンバー同士が協力 し合って得点に結

びつけたり、セ ットプレーを成功させたりするこ

とは、問題解決能力を養う格好の場 となった。

今後 も男女聞の体格 ・体力の差を配慮する方法

的側面と組織的側面に着 目し、それぞれの可能性
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や個性 を発揮するための授業改善を課題として、

男女共習型の授業に取 り組みたい。
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